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市の人口 

51, 8 2 5 人 （昭和50年 7 月 1日現在〕H 民基本台帳から 

出店の呼び子、笛、太鼓の音が善男葬女を社にいぎなう。 夏

まつり f,もうすぐだロ 

（元町八幡宮神社で｝ 

宵宮が きて 悔雨もあけ、夏のおレ 
ずれとともに、あの町この村でも'iii.宮祭りがたけなわ。 

蝉しぐれにはまだ早い森閑とした鎮守の森にのぼりがたち 
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ブ
に
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メ
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十
・
っか
り
L
 

り
，
H
中
は

真
夏
ら
i
〕
い暑
さ
の
青
空
と
な

っ
た
。
 

午
前
九
時
半
、
五
十
二
年
国

体
に
は
街
の
主
要
個
所
を
、

ど

の
よ
‘J
に
緑
化
し
、
ど
の
よ
」
？

な
花
で
飾
っ
た
ら
よ

い
の
か
、
 

か
ね
て
気
が
か
り
？
」
っ
た
の
で

今
日
は
関
係
の
課
長
あ
る
い
は

補
佐
、
係
長
を
帯
同
し

て
現
地

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
課
の
責
任
分
野

・g
】決
め
 

●

合
 五

農
跡
地
の
菊
ケ
斤
運
動
公

園
で
は
、
市
民
体
育
館
の
建
設

位
置
が

マ
ス
タ

ー
フ
ラ
ン
で
は

ど
う
し
て
も
納
得
の
い
か
な
い

も
の
が
あ
っ
た
が
、
現
地
を
確

め
た
と
こ
ろ
水
路
と
道
路
の
区

分
に
誤
ま
リ
の
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
グ
ラ

・
ノ
ド跡
地
に
建
設

す
る
こ
と
を
爺
終
決
定
し
、
りて

の
練
り
直
し
と
、
公
園
内
の
水

路
は
新
田
開
発
の
塘
史
を
物
語

る
も
の
な
の
で
こ
れ
を
活
か
し

て
あ
や
め
園
と
す
る
二
と
の
検

討
を
郡
市
言
画
課
に
指
示
す
る
n
 

国
牛
：
は
東
西
南
北
の
入
口
 

‘
二r）
ー
《て
れ
花
と
緑
で
飾
る
こ
 
 

と
に
し
て
い
る
が
、
西
は
岩
木

川
河
川
公
園
と
錦
町
か
ら
幾
島
 

町
に
か
け
て
の
堤
防
沿
い

に
あ

る
八
木
公
測
を
整
備
す
る
こ
と

に
し
、
八
木
公
園
の
造
園
設
計

は
ド
水
道
課
に
、
緑
化
は
商

E
 

観
光
課
の
所
管
と
す
る
 
束

は

川
園
調
布
の
市
営
住
宅
跡
地
き

し
、
こ
こ
は
花
だ
ん
ゃ
遊
具
を

備
・
え
た小
遊
闘
地
と
十
る
こ
と

を
窓
H
サ
ー
ビ
ス
課
に
指
示
す

る
［
い北
は
下
平
井
町
の
二
又
路

と
し
、
現
在
あ
る
案
内
板

め
位

置
を
移
し
て
花
だ
‘
ん
をつ
く
る

こ
と
に
し
、
そ
の
担
当
は
都
市

計
画
課
と
す
る
。
南
の
口
は
五

農
跡
地
前
の
旧
水
田
側
の
国
道

沿
い
と
な
る
が
、
約
一
元
O
米

ぱ
ど
を
幅
だ
米
程
座
め
花
ガ
ん

に
す
る
よ
う
建
設
課
に
検
討
を

指
示
す
る
り
 

牧
水
公
閣
に

つ
い
て
は
、
牧

水
公
園
と
永

福
神
社
の
一
体
性
 

を
遺
族
会
と
話
ー
入
リ
フ
こ
と
を

商
工
観
光
課
に
、
成
田
山
沼
の

整
備
と
園
内
の
石
を
活
用
し
「！
、
 

の
日
本
庭
閥
計
画
を
建
設
課
に

指
示
す
る
一
 

国
体
の
花
に
つ
い
て
は
開
花

期
も
あ
る
の
で
新
農
業
七
ノ
タ

・
 

ー
と
十
分
打
合

せ
て
や
る
こ
と

を
各
課
に
指
示
し
、
明
日
は
フ

ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
の
総
点
険
キ

す
る
こ
と
に
七
て
今

H
め
分
は

正
午
で
打
切
る
一一
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No.3 柔 jfl 

●

教
員
の
部
 

先
鋒
、
中
堅
、
大
将
と
体
重

に
関
係
な
く
段
位
の
低

い
も
の

か
ら
順
序
に
配
列
す
る
。
 

●

少
年
の
部
（
主
と
し
て
高
校
）
 

先
鋒
 
六
三

取
以
ド
 

中
堅
 
六
三
尾
ー
七
五
厨
ま
で

大
将
 
体
重

に
関
係
な
し
 

計
量
す
る
時
は
試
合
当
日
で

試
合
時
聞
は
ひ
と
り
五
分
延
長

を
認
め
な
い
、
と
い
う
方
式
で

行
わ
れ
る
の
で
参
考
に
し
で
も

ら

い
た
い
と
思
う
。
 

柔
道
の
試
合
と
い
う
と
、
昔

は
体
重
に
関
係
な
く
戦
っ
て
勝

負
を
決
め
た
の
で
す
が
国
体
は

一
定
の
規
準
を
設
け
て
試
合
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

●

一
般
成
人
の
部
 

先
鋒
 
六
三
庵
ー
以
下
 

次
鋒
 
六
三
尾
ー
七
O
麗
ま
で
 

中
堅
 
七
O
蛇
ー
八
O
庵
半
 

副
将
 
八
〇
尾
ー
以
上
 

た
弄
 
体
重
に
関
係
な
し
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み
な
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
、
 
『福
祉
バ
ス
』
が
、
七
月
七
日
市
に

到
着
し
ま
し
た
。
 こ
の
バ
ス
は
、
身
体
の
不
自
由
な
障
害
者
の
方
が

車
イ
ス
（
二
台
）
で
昇
降

で
き
る
リ
フ
ト
と
固
定
装
置
を

し
た
特
殊

バ
ス
で
す
。
 

こ
の
 
「福
祉
バ

ス
』
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
コ

ン
や
身
体
障
害
者
，
母
子
家
庭
 

な
ど
の
社
会
福
祉
団
体
、
ま
た

社
会
福
祉
施
設
な
ど
諸
行
事

へ
 

車ィスでも乗れまー’ 

「
あ
な
た
の
意
見
を
聞
く
集
い
 

』
に
お
い
て
、
各
地
区
か
ら
要

望
さ
れ
で
い
た
も
の
で
、
こ
こ

に
実
現
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。
 

し
、
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
四

時
半
ま
で
と
し
ま
す
。
 

マ
運
行
の
範
囲
 

県
内
の
ゴ往
復
お
よ
そ
三
百
％

範
囲
内
と
し
、
日
帰
り
で
あ
る

こ
と
。
 

▽
乗
車
人
員
は
 

二
十
人
以
上
、
定
員
一
四

・
八
 

人
、
 

48人乗りの「福祉パス」 

の
参
加
、
研
修
な
ど
市

の
行
政

施
行
上
必
要
な
と
き
な
ど
多
目

的
に
使
用
し
、
福
祉
の
向

L
を

図
る
こ
と
を
月
的
に
し

て
い
ま
 

d
ノ
 ▽

利
用
の
対
象
者
 

老
人
ク
ラ
プ
、
 心
身
障
害
者

母
子
家
庭
、
そ
の
ほ
か
社
会
福

祉
団
体
と
社
会
福
祉
施
設
な
ど

と
な
っ
で
り
・
ま
十
。
一
 

▽
利
用
日
時
は
 

原
則
と
し
て
日
曜
日
、
祭
日

年
末
年
始

の
休
日
以
外
の
日
と
 

た
だ
し
立
席
一
三
を
含
む
 

』
月「
 

）
以
内
と
し
ま
 

す
。
 

▽
お
申
込
み
 

"
 
 利

用
予
定
ロ

の
一
一
十日
前
ま

で
に
、
所
定
の

刊
用
申
込
書
を

提
出
し

て
、
利

用
許
可
を
受
け

て
く
だ
さ
い
じ

お
申
込
み
先
は

市
福
祉
事
務
所

と
な
っ
て
い
ま
 

ト
・
。
 

な
お
、
こ
の

バ
ス
の
購
入
に

つ
い
て
は
、
「
」
 

と
し
二
月
に
お

こ
な
・
われ
た
、
 

な
い
用
務
で
自
分

の
属
す
投
票

区
の
区
域
外
に
出
る
人
ま
た
は

す
で
に
出
て
い
る
人
。
 

一
一
、病
院
等
に
入
院
中
（
又
は

入
院
予
定
）
の
人
。
三
、
投
票

口
前
後
に
出
産
予
定
の
人
。
 

◇
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

と
時
間
 
昭
和
五

十
年
八
月
一
一

十
二
日
か
ら
同
年
八
月
三
十
一

日
ま
で
（
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
）
 
（土
、

日

曜
日
も
同
じ
）
そ
の
他
選
挙
に

つ
い
で
疑
間
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
 選
挙
管
理
委
員
会
に
お

問

い
合
せ
下
さ
い
。
電
話
⑤
一
一

一
一
】
番
 

し
い
住
所
の
投
票
所
。

昭
和
五

十
年
八
月
一
日
か
ら
昭
租
五
十

年
九
H
一
H
ま
で
に
転
居
届
を

し
た
者
は
前
の
住
所
の
投
巣
所

で
す
一
）◇
投
票
所
入
場
券
に
つ

い
て
 
当
市
で
は
、
投
栗
所
入

場
券
を
交
付
し
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
有
権
者

の
皆
さ
ん
は
、
直

接
自
分
の
属
す
る
投
票
所

へ
お

出
か
け
ド

さ
い
。
 

◇
不
在
投
票
に
つ
い
て
 
例
え

ぱ
次
の
よ
う
な
事
情
の
方
は
不

在
般
票
が
で
き
ま
す
か
ら
手
続

を
し
て
投
巣
し
ま
し
ょ
う
。
 

一
．
投
票
当
H
出
張
と
か
、
出

稼
ぎ
な
ど
、
そ
の
他
止
む
を
得
 

9
』
 

◇
選
挙
権
に
つ
い
て
 

』
月
「
 
住

民
基
本
台
帳
に
 

●

〈
王
 記
録
さ
れ
て
い
る
者
 

で
、
つ
ぎ
の
要
件
を

具
備
L
て
い
る
二
と
。
 

住
所
要
件
、
昭
和
五
十
年
・八

月
六
H
現
在
で
、
三
ケ
月
以
h
 

引
き
続
き
住
所
を
有
し
で
い
る

こ
と
（
昭
和
五
十
年
五
H
八
日
 

ま
で
転
人
届
を
し

て
い
る
人
）
 

年
令
要
件
、
昭
和
三
十
年
九

月
二
日
以
前
に
生
れ
た
八
 

◇
市
内
転
居
者
の
投
票
所
に
つ

い
て
 

昭
和
五
十
年
七
H
三
十

一
n
 

ま
で
に
転
居
届
を
し
た
者
は
新
 



で
ん
わ
 

、に
J
 

市
政
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イ
ヤ
ル
 

番
 

破
驚
裂
“
 
観
 

③
 

（第 3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 昭和50年（ 1975年） 8月 1日（ 357号） 

/
 

 

弘前大学公開講 ーーーフ 
（五所川原会場） 	/ 

「風土と人間」講座を弘前大学、 

県教育委員会、市教育委員会の共

催で開催します。一般社会人の多

数の参加をお待ちしております。 

レ開催時間 午後6時から 9時

まで 

N開催会場 市民文化会館 

1:" 募集人員 約100人 

D・受付期限 8 月 9 日（募集人

員になりしだい締切ります。） 

レ申込先 市教育委員会社会教

育課へ（市民文化会館内） 

レ受講料 1,000円です。 

N修了証書 総講義時間数の3 

分の 2以上出席の方に授与します。 

詳しくは、市教育委員会社会教

育課か弘前大学庶務部庶務課にお

問いあわせください。 

公開講座の日程と講座内容は次

のとおりです。 

風
 
土
 

と
 
人
 

間
  

」」 	日 講 	義 	題 講 	師 

8 月12日（火） 風土と文化 医義豊 佐藤時次郎 

15H（金） 現代アメリカ演劇論 教蓄護授芳賀 	馨 

19日（火） 寒冷地の造園 鷲部授奥村 実義 

22日（金） 都市と農村 農義部授森 	敏夫 

26日（火） 十九世紀英米文学と自然 人文義護東 	義郎 

29日（金） 

9 月 2日（火） 

花粉の話 

青森県の火山と温泉 

理義部授田中 	清 

教育議塩原 鉄郎 

5日（金） 人畜共通寄生虫病 讐部授山口 富雄 

9日（火） アジアの風土と人間 人文義襲秋月 観映 

12日（金） モラリスト文学とサロン 教離授一之瀬正興 
16日（火、 「がん」にっいでのいろいろ 

の話 	シンポジュウム 

弘前大学長 臼測勇 
「社会教育にっいて」 

。
 

蛍
と
央
ま
つ
り
は四
難
舞
 

響
稀
川
原
翼
欝つ
げ
灘
難
鰍
灘
 

恒
例

の
「
朝
市
』
が
、
八
月

一
日
か
ら
市
庁
舎
前

の
お
ま
つ

り
広
場
で
店
開
き
し
ま
す
。
 

「
朝
市

』
は
、
毎
朝
七
時

ま

で
、
十

一
月
末
ま
で
開
か
れ
ま
 

『朝
市
』
店
開
き
 

す
。
 

産
地
直

売
の
、
新
鮮
で
安
い

野
菜
、
果
物
を
あ
な
た
の
食
卓

へ
ど
う
ぞ
。
 

日 	（曜） 時 	間 行 	事 場 	所 

8月3日 

午前 9時 

午後 1時 

午後 7時 

第 I 回五所川原無線 
艇行機競技大会 

サマーフエステバル 

三道演武大会 

（柔道、剣道、弓道） 

拍村総合グランド 

おまっり広場 

1  .  ) 

8 月4 日 

（月） 

午前 10時 
午前 11時 

午後 5時 

15 分 

午後 7時 

西北五民俗芸能大会

げんと忌 

虫おくり、火まっり 

たいまっ行列ー火まっり 

市内―円 
および市民会館ホー’l 

フラワーセンター 
音楽碑 

市内一円 
および岩木川河畔 

岩木川河畔 花火大会 

8月 5 口 

（火） 

午前 9時 

午後 6時 

午後 7時 

虫おくり 

神明宮本町例祭 

ねぶた運行 

市内一円 

（仮宮青銀構内〕 
市内一円 

8 月6 日 

（水） 

午前 10時 
午後 I 時 

午後 1時 

午後 7時 

午後 7時 

西北五銃剣道大会 

自衛隊音楽行進、演奏会 

びっくり市 

神明宮本町例祭 

ねぶた運行 

おまっり広場 
市内ー円 

および市民会館ホ一九・ 

大町商店街 

（仮宮青銀構内 i 
市内ー円 

8月 7日 

（木）午前g 

午前 9時 

瓢 

ねぶた連行 

市内小学校相撲大会 

西北五中学校相撲大会 

市内ー円 

河川公園相撲場 

▽
主
催
 
市
中
央
公
民
館
 

▽
対
象
 
市
内
の
小
中
学
生
 

昨
年
か

ら
お
こ
な
わ
れ

て
い

る
ス
ズ

ム
・
ン
が
、こ
と
し
は
・八

百
位
い
生
ま
れ

ま
し
た
。
参
加

希
望
者

は
、
市
4
1央
公
民
館
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

司す
ず
む
し
教
 

室
』
を
開
設
 

支
給
規
則

に
基
づ
き
、
老
人

医
療
費
受
給
者
証

の
該
当
者
は

次
の
事

由
が
発
生
し
た
と
き
は

直
ち
に
市
健
康
年
金
課
に
届
出

し
て
く
だ
さ
い
。
 

△
受
給
者
証

を
破
っ
た
り
、
 

よ
ご
し
た
り
な

く
し
た
と
き
 

△
氏
名
、

居
住
地
を
変
更
し

た
と
き
 

△
健
康
保
険
な
ど

の
内
容

に

変
更
を
生
じ
た
と
き

（社
保
か

ら
国
保

へ
、
国
保
か
ら
社
保

へ
）
 

△
所
得
状
況
に
変
更
を
生
じ

た
と
き
（
税
務
課
に
届
出
に

よ

っ
て
所
得
の
更
正
増
減
し

た
と

き
）
 

△
転
出
ま
た
は
死
亡

し
た
と
 

，
ご
 老

人

医
療
費
 

受
給
者
に
お
願
い
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だ
さ
い
。
」
と
励

ま
さ
れ

ま
し
 

た
。
 

全
国
大
会

は
、

庭
球
、
  バ
  レ
 

ー
ボ
ー
ル
と
も
八
月
中
旬

か
ら

下
旬
に
か
け
明
治
神
宮
外
苑

な

ど
で
そ
れ
ぞ

れ
開
か
れ
ま
す
。
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祭り期間中 (8 月 3 日～7 日）の

家庭のゴミは指定日の午前7時 3（〕分

まで整とんして出して下さい。 

(8 月 r) 日～7 日）の 	~ 

指定日の午前7時 3(〕分 i 

て出して下さい。 

ー

家
出
人

相
談
所

J
 

を
開
設
 

八
月
一
日
か
ら
一ニ
ー
 
日
言

で
、
警
察
署

に
行
方
不
明
者
、
 

家
川
人
の
相
談
所
が
開
設
さ
れ

ま
す
。
 

病
苦
や

ノ
イ
ロ
ー
ゼ

で
家
出

を
し
た
、
自
殺
す
る
と
言

い
残

し
て
家
出
を

し
た
、
家
出
後
数

年
た
っ

て
い
る
の
に
一
度
の
音

信
も
な
い
、

な
ど

の
方
は
も
よ

り
の
警
察
署

に
相
談
に
お
い

で

く
だ
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
警
察
署

）
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』 百“金星 
」 中ーフJて 夏祭りをきれいな環境で きれいな環境で I 

]
 

生
活
環
境
 

。ハ
ト
ロ
ー
ル
本
部
 

1
4
 

住
み
よ
い
 

環
境
づ
く
り
に
 

わ

1
4
 

ん
5
 

で
 

鷲
難
鐘
競
 

W
難
響
鋸
鷲
 

「
発
鷲mm
舞
麗
 

市庁舎を訪れた七和高の一行 

北 隆 館 

》
h
 

社
 
堂
 

り
 
育
 
一
皐
 

ク
 

ル
 
斉
 

エ
 

49 保 育 社 

日本生産本部

あかね書房

平 ft 社

ブロ ン ズ社

森 北 出 版

朝日ソノラマ 

ク 

49 朝日ソノラマ 

49 山と渓谷社 

49 北 隆 館 

49 
「  

49 保 育 社 

49 東 京 堂 

49 	ク 

ウ
 
み
 
ケ
 

4
 

ク
 

ク
 
ク
 

49 「 新H本動物図鑑 

〈上、中、 ド 1 

性生理から心理まで

素晴 ら L い地球

新日 本植物図鑑

日本帰化植物図鑑

原色日本蘇菩類図鑑

野 鳥 の 事 典

昆 虫 の 事 典

人間これからの30年

科学のアルバム全30巻

科学と社会を結ぶには

落書ドグトル健康法

日本動物解剖図説

性 生理から心理まで 

‘全 5巻） 

動物た ちの恋文

やせる個人教授 

岡 田 要 

一
 ー菱 化 成

島 太 郎

森 北 常雄 

中 川 志郎

西 田 逮弘 

朝日ソノラマ 

朝月ソノラマ 

“磯 貝 浩

牧野富三郎

長 田 武 正

岩月善之助

清 棲 幸 保

古「~【晴男

ヘンりーステイル 

(4、自然科学） 

北村 四郎 原色 H 本植物図鑑 

新着図書のご案内 

④
 

え
広
本治
舟
躯
諦婦
 
ブ
 

七
和
高
校
（
伊
藤
清
蔵

校
長
）
で

女
子
バ
レ

ー
 

ボ
ー
ル

と
女
子
庭
球
で

優
勝
し

ま
し
た
。
 

大
会

で
は
、
陸
上
四

百
居
で
も
個
人
一
位
と

な
り
ま
し
た
が
、
擾
勝
 

し
た
一
行
は
、

翌
八
日
伊
薄
校

長
と
と
も
に

優
勝
旗
を
た
ず
さ

え
で
市
庁
舎
を
訪

れ
、
岩
舘
助

役
に
報
告
、
岩
舘
助
役
か

ら
「
 

全
国
大
会

で
ー
 
かん
ぱ
り

て
プ、
、
 

“み
ん
な
の
公
園
は
、

い
つ

も
き
れ

い
」い

と
若
者
た
ち

の

奉
仕
グ

ル
ー
プ
が
、
さ
る
七
月

六
日
、
 
「
八
木
公
園
」
 
の清
掃

奉
仕
を
し
ま
し
た
コ
 

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ス
カ
ン

パ
の
ム〈
（
斎
藤
徹
臣
会
長
、
会
 
 

員
二
一
人

〕
の
男
女
十
二
人
で

す
。
 

こ
の
日
は
、
朝
七
時
か

ら
、
 

八
木
隆

一
郎
詩
碑
の
あ
る
提
防

を
掃
い

た
り
、

ポ
プ
ラ
並
木
の

下
草
を
刈
り
取
り
樹
木
の
手

入

れ
を
し
た
も
の
で
す
。
 

市
立
第
二
中

学
校
一
川
浪
豊
 

だ
 

登
校
長
）
め
生
 

園
 
徒
は
、

J・
校r
 

の

ご
 
あ
る
り

ん
ご
園
 

ら
 
乞
 
で

こ
の
ほ
ど
袋
 

‘
 

か
け
作
業
キ
」
し
 

ノ
、
り
 

…
一
・こ
 

ぽ
 

一
 

当
校
で

は
、
 

一
 
一
 
校
舎
西

側
の
十
 

g
の
り
ん
ご
園
 

に
国
光
や
ゴ

ー
ル
デ

ン
デ
リ
シ
 
 

キ
ス
な
ど
十
六
本
を
壌

い
ゲ
ー

り

お
り
ま
す
。
 

生
徒

の
技
術
指
導
を
か

ね
で

摘
果
か

ら
収
獲
ま
で
三
年
生
が

一
貰
し
て
作
業
を
し
て
お
り
、
 

秋
の
収
穫
を
楽
み
に
し
て
い
ま

す
。
 

第
．
一
十五
回
者
森

県
高
校
定

時
制
通
信
制
総
合

体
育
大
会
（
 

兼
全
町
大
会

県
予
選
）
が
、

こ

め
ぱ
ど
青

森
、
弘
前
市
を

E
会

場
に
開
か
れ
ま
し
た
が
、
市
立
 

おしらせ 


